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Présentateur
Commentaires de présentation
ユネスコの前身と言える機関は、大正11年（1922年）に国際連盟（League of Nations、1920年に世界で始めて発足した国際平和機構。1946年に解散し国際連合として移行した）の下に設立された国際知的協力委員会（ICIC：International Committee on Intellectual Cooperation）とされており、この委員会には、アインシュタイン（ドイツ・物理学者）、キュリー夫人（フランス・物理学者）等が出席していたほか、その当時、国際連盟（1920年創立）の事務局次長であった新渡戸稲造（にとべ いなぞう、武士道、5千円札）がその事務を担当していました。

さらに、昭和元年（1926年）には、フランス政府の財政的支援により国際知的協力機関（IIIC：International Institute of Intellectual Cooperation）がパリに設立され、ICICが立案する事業の実施機関として、大学、図書館、知的財産、芸術、情報、メディア等の分野で活動していました。しかしながら、第二次世界大戦の開戦によりその活動は中断されました。

UNESCOは、第二次世界大戦後、1946年に、人類が二度と戦争を繰り返さないようにとの願いを込めて、各国政府が加盟する国際連合の専門機関として創設されました。

1945： ユネスコ設立のための会議がロンドンで開催、ユネスコ憲章が採択
1946： 20か国の批准（ひじゅん）によりユネスコ憲章が効力を発しユネスコが誕生 

日本は1951年に60番目の加盟国となりました。

そのきっかけとなったのは全国規模の民間運動でした。
�日本が敗戦の荒廃と混乱のなかにあった1945～46年当時、「心の中に平和のとりでを築こう」という憲章を掲げてユネスコが誕生したと言う報道は、多くの日本人に復興への光明として受け止められました。1947年7月19日世界で最初のユネスコ協力会（後のユネスコ協会）を誕生させ、1948年には日本全国に50を超えるユネスコ協会が誕生しました。�現加盟国は193ヵ国（2019年2月現在）。加盟各国内にはユネスコ国内委員会が設置されています。日本では文部科学省内に「日本ユネスコ国内委員会」が置かれ、「日本ユネスコ協会連盟」を中心とする民間ユネスコ活動とともに官民一体となった活動を繰り広げています。and Singapore from 1986 to 2007.  
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Présentateur
Commentaires de présentation
UNESCOは、United Nations Educational, Scientific and Cultural Organization の頭文字で、国際連合教育科学文化機関といいます。
諸国民の教育、科学、文化の協力と交流を通じて、国際平和と人類の福祉の促進を目的とした国連（国際連合）の専門機関です.






Présentateur
Commentaires de présentation
およそ700名がフィールド勤務
地域事務所: 17 AFR, 8 ARB, 14 APA, 5 EUR, 11 LAC
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Présentateur
Commentaires de présentation
ユネスコ憲章が作られる際には、WWIIの反省として、
・・・・・といった点が考慮され

平和が失われないためには・・・・　ということが議論されました。
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Présentateur
Commentaires de présentation
これを受け、有名なユネスコ憲章の前文には、
「戦争は人の心の中で・・・」という文が刻まれています。
ハード面の軍事や外交だけではなく、教育・文化、人との交流や相互理解といったソフトパワーをベースとした平和の構築に貢献するユネスコの設立理念です。


Photo aredit £ UNESCO Santishap Ussavasodhl




HELP WANTED
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ESD for 2030 ——

Sustainable

Development

A roadmap

AR
Priority action area 1 Priority action area 3 Priority action area 4 Priority action area 5
Advancing policy Building capacities of Empowering and Accelerating local level

educators mobilizing youth actions
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